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ha、花崗岩からなり年平均降水量は 1350 mm/y、針葉樹約 29%、広葉樹約 71%の森林植生に覆われている。
そして著者は、代替フロンと呼ばれる六フッ化硫黄（SF6）をトレーサーに用い、無降雨時においては数週
間から数ヶ月間隔により、また降雨流出時においては数時間間隔により、湧水のサンプリングを実施すると





































平成 30年 1月 24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
  
